
［東京都の研修のしくみ　～相談支援専門員もエンパワメントのプロセスをたどる～］ 2022.11.24現在

 

【受講生が目指すもの】相談支援に必要かつ専門的な知識と技術の獲得

【学ぶこと】相談支援専門員として求められる最新の知識や専門的支援技術等
専門コース別研修

        　　　　　　

（連携）

（本人中心の個別相談支援）

（コミュニティワーク）

初任者 現任者 演習指導者養成 主任

対利用者 対自分 ・演習指導（ファシリ）

・地域実習のSV対応

・ケアマネジメント

の基礎を学ぶ
・ケアマネジメント

の検証

・スーパーバイズと体制作り

《スペシャリスト》
《ジェネラリスト（貢献型）》

《初任》地域を意識する（あったらいいな）

・地域の特徴を知る

・事業所の種類等を知る

《現任》取り組むべき「地域課題」を意識する

・地域をより詳しく知る（人口、面積、世帯、障害者計画など）

・地域のスーパバイザー/社会資源/拠点/ネットワーク

/自立支援協議会を活用する

《主任》解決すべき地域課題に取組む
・体制整備/情報収集/

他領域をつなげる

・担当者会議を開催できる

・チームアプローチの必要性の理解

・チームアプローチ（多職種連携）の成熟

・インフォーマル、地域資源を活用した連携ができる
・多様な連携場面の

バックアップ支援

活用する

育ちあう

学び合い・育ち合いを経て、 地域の成⾧ をめざす
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